













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Process and Reality: An Essay in Cosmology （1929）, 1979 corrected edition, edited by David Ray 









をなしているプロセス神学まで視野に入れた解釈史としては、G.R.Lucas, Jr., The Rehabilitation of 




３）Lewis S. Ford,The Emergence of Whitehead’s Metaphysics 1925-1929, Albany : St. Uni. of New York 
Pr., 1984, ［EMW］. さらにホワイトヘッド研究及びプロセス神学の専門雑誌、Process Studiesにこの立
場からの幾多の論文がある。 









９）J. L. Nobo, Whitehead’s Metaphysics of Extension and Solidarity, Albany: St. Univ. of New York Pr., 
1986
10）W. A. Christian, An Interpretation of Whitehead’s Metaphysics, New Haven, Yale Univ. Pr.,1959, 
［AIWM］
11）例えばフォードは、「彼の現実態の単位［現実的存在］は全て極端に小さい」（“Inclusive Occasions” 
in Process in Context, ed. E. Wolf-Gozo, New York : Peter Lang, 1988, p.107）と主張して、それゆえ
生じる問題をInclusive Occasionというホワイトヘッドの理論の拡張によって対処しようとした。
12）例えばPR 39, 42他
13）そういった立場からホワイトヘッドの理論を批判したのがE. Polsである（Whitehead’s Metaphysics; 
A Critical Examination of Process and Reality, Carbondale :Southern Illinois Un. Pr. ,1967, p.6-7）。 
14）F.B.Wallack; The Epochal Nature of Process in Whitehead’s Metaphysics, Albany : St. Univ. of New 






19）PR xi-xii, 39, しかし第三部や第四部にも、非体系的言語による記述がある。
20）例えばA.H.Johnsonは Whitehead and His Philosophy, Lanham :Un. Pr. of America, 1983, pp.115-119に
おいて、この立場から注13で述べたPolsを批判している。
21）その例としてJohn B. Cobb, Jr., Whitehead Word Book, Claremont : P&F Press, 2008, を挙げることが
できる。これは斯界の権威者とされている著者による、標準的な解釈に立った正統的な入門書である。
22）PR part II, ch.VIII、これは心理学的生理学が論じられたch.IIIの後にある。なお現象学的記述につい
ては例えば因果的効果（causal efficacy）に関するPR 176の記述などがその例となる。
23）このようなマクロな生起を現実的存在とするホワイトヘッドのテキスト上の根拠については、注14で
挙げたウォラックの研究が圧倒的である。
（ひらた・いちろう　短期大学部准教授）
